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か
。
私
は
自
宅
近
く
の
川
沿

い
の
桜
並
木
を
散
歩
し
た
。

川
面
に
目
を
や
る
と
岩
の
上

で
カ
メ
が
甲
羅
干
し
、
サ
ギ

や
カ
モ
な
ど
の
水
鳥
も
い

る
。
カ
モ
の
つ
が
い
の
仲
睦

ま
じ
い
様
子
は
、
せ
わ
し
な

い
日
々
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
た
▼
満
開
の
桜
に
祝
福
さ

れ
る
よ
う
に
新
社
会
人
た
ち

が
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
う

ち
の
上
の
子
も
そ
の
一
人
。

心
の
内
は
期
待
が
大
か
、
不

安
が
大
か
。
親
と
し
て
は
、

わ
が
子
を
社
会
に
送
り
出
せ

た
安
堵
と
と
も
に
心
配
も
▼

今
や
「
三
年
・
三
割
」
の
新

卒
社
員
の
離
職
率
。
一
番
の

心
配
は
コ
レ
。
う
ち
の
子
は

長
続
き
す
る
だ
ろ
う
か
。
理

想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
人

間
関
係
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

ス
ト
レ
ス
に
。
程
度
の
差
は

あ
れ
誰
も
避
け
て
は
通
れ
な

い
。
希
望
の
職
に
就
い
た
と

し
て
も
不
満
の
無
い
職
場
は

無
い
▼
け
れ
ど
も
、
不
満
は

改
善
で
き
る
し
、
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
声

を
集
め
て
要
求
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
。
し
ん
ど
く
な

っ
た
時
、「
職
場
を
替
わ
る
」

だ
け
で
な
く
「
職
場
を
変
え

る
」
選
択
肢
が
あ
る
。
新
社

会
人
た
ち
の
一
年
後
、
彼
ら

の
目
に
桜
の
花
は
ど
ん
な
色

に
映
る
だ
ろ
う
。�

（
Ｔ
Ｆ
）

　

今
年
も
京

都
の
桜
は
急

い
で
つ
ぼ
み

を
開
い
た
。

昨
年
よ
り
も

４
日
も
早

く
。
み
な
さ

ん
は
お
花
見

を
楽
し
ま
れ

た
だ
ろ
う
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最低賃金ただちに時給1500円
さらに時給2000円へ

中小企業支援とセットで最賃UP！
WEB署名にご協力ください ➡➡➡➡

引き上げAction

〈部内資料〉

　

大
企
業
の
内
部
留
保
が
６
０
０

兆
円
を
超
え
年
々
増
加
す
る
一
方

で
労
働
分
配
率
は
低
下
し
続
け
て

い
ま
す
。
26
春
闘
は
、
ユ
ニ
オ
ン

パ
ワ
ー
で
賃
上
げ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
物
価
高
騰
を
上
回
る
大
幅
賃

上
げ
を
め
ざ
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ

算
は
翌
月
。
ト
イ
レ
が
使
え

な
い
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
練
り
上
げ
賃

上
げ
を
含
め
７
つ
の
要
求
に

ま
と
め
、
３
月
12
日
に
第
１

回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

　

結
成
に
あ
た
っ
て
の
２
つ

の
要
求
に
つ
い
て
、
一
つ

は
、
不
当
労
働
行
為
は
行
わ

な
い
こ
と
を
確
認
。
も
う
一

つ
は
、
組
合
員
の
身
分
、
賃

金
、
労
働
条
件
の
問
題
に
つ

い
て
、
会
社
は
事
前
に
組
合

と
協
議
し
、
労
使
合
意
の
う

え
円
満
に
実
施
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

要
求
に
つ
い
て
前
進
し
た

回
答
は
、
残
業
手
当
の
間
違

い
が
な
い
よ
う
に
努
力
し
当

月
清
算
す
る
こ
と
。
就
業
規

則
を
２
カ
所
に
設
置
す
る
こ

と
。
休
憩
室
を
使
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
街
灯
に
つ
い

て
は
、
近
所
か
ら
ク
レ
ー
ム

が
あ
り
付
け
ら
れ
な
い
が
駐

車
場
の
セ
ン
サ
ー
球
が
切
れ

て
い
る
の
で
交
換
す
る
な
ど

で
し
た
。

　

大
型
で
の
通
行
確
認
に
つ

い
て
、
会
社
が
ト
ラ
ッ
ク
ナ

ビ
と
契
約
す
る
こ
と
と
し
て

ま
と
め
た
要
求
に
は
検
討
す

る
と
の
回
答
で
し
た
。

　

賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
次

回
の
団
交
で
経
営
実
態
が
明

ら
か
と
な
り
ま
す
。
引
続
き

要
求
実
現
と
組
織
の
拡
大
を

め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

�

（
建
交
労　

川
口
孝
男
）

　

昨
年
12
月
に
府
本
部
の
パ

ソ
コ
ン
に
「
建
交
労
ト
ラ
ッ

ク
部
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
入
会
し
た
い
。
も
う
一

人
同
僚
も
い
ま
す
」
と
の
メ

ー
ル
が
入
り
ま
し
た
。
早
速

連
絡
を
取
り
、
会
っ
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。
４
ｔ
と
大
型

運
転
手
の
２
名
で
し
た
。

「
以
前
地
域
の
組
合
に
加
入

し
て
い
た
が
要
求
が
進
ま
ず

そ
の
組
合
を
辞
め
た
。
そ
の

後
採
用
さ
れ
た
運
転
手
と
気

が
合
い
、『
職
場
を
何
と
か

し
た
い
』
と
話
す
な
か
、
組

合
を
探
し
て
い
る
時
に
建
交

労
の
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
こ
の
組

合
な
ら
と
思
い
二
人
で
相
談

し
て
入
る
こ
と
を
決
め
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

二
人
が
働
い
て
い
る
の
は

八
幡
市
に
あ
る
営
業
所
。
従

業
員
は
10
名
足
ら
ず
で
、
滋

賀
に
も
５
名
程
度
の
営
業
所

が
あ
り
ま
す
。
組
合
結
成
に

あ
た
っ
て
職
場
の
状
況
を
聞

く
と
、
賃
金
は
日
給
で
最
低

保
障
賃
金
が
あ
り
、
閑
散
時

に
は
こ
の
保
障
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
。
決
ま
っ
た
仕
事
は

４
割
程
度
で
、
あ
と
は
毎
日

違
う
荷
主
。
配
車
は
前
日
に

言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大

型
で
通
行
で
き
る
か
調
べ
る

の
に
時
間
が
か
か
り
苦
労
し

て
い
る
。
休
憩
室
は
ゴ
ミ
ダ

メ
。
就
業
規
則
を
見
た
こ
と

が
な
い
。
駐
車
場
に
街
灯
が

な
く
バ
ッ
ク
し
て
危
険
。
残

業
手
当
の
間
違
い
が
多
く
清

民医労

福祉保育労

建建 交交 労労
トト ララ ッッ クク 部部 会会

2626
春闘春闘

　３月５日、前日の統一回答指定日の回答・交渉到達を
受けて、京都・滋賀でのリレーストを決行。畑鐵工所、
カシフジで抗議行動や決起集会を行いました。

　「定昇のみ」の回答に抗議し、スト決行。各事
業所で30分の集会や宣伝行動を実施しました。

　太秦病院労組では
「 回 答 延 期 許 さ
ず！」とストをかけ
て、回答指定日に回
答を出させたものの
「定昇のみ」にとど
まり、病院前で抗議
宣伝行動を実施しま
した。

　福祉に誇りを！賃金に希
望を！早朝の府庁前宣伝か
らスタートし京都府要請。
昼の白梅町宣伝から京都市
要請。夜は市役所前スター
トのキラキラパレードに奮
闘しました。

　昨年の回答を
大幅に下回るベ
ア額（正規735
円、パート５円）
に対して抗議ス
トを決行。

な
ど
多
彩
な
行
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

３
月
13
日
の
全
国

統
一
行
動
を
は
じ
め

相
互
支
援
・
相
互
激

励
を
合
言
葉
に
、
公

務
と
民
間
、
単
産
と

地
区
労
協
の
連
携
な

ど
、
多
彩
に
ス
ト
ラ

イ
キ
行
動
が
取
り
組

み
ま
し
た
。

医労連

JMITU

京都生協労組

「
ト
ラ
ッ
ク
部
会
に

　
同
僚
と
２
人
で
入
会
し
た
い
」

組合結成、職場要求まとめ組合結成、職場要求まとめ
� 団交、要求前進� 団交、要求前進へへ

見
せ
ど
き
！
ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー

見
せ
ど
き
！
ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー

相
互
支
援

相
互
支
援
・・
激
励
激
励
でで
大
幅
賃
上
げ

大
幅
賃
上
げ
を
！
を
！
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　趣味やマイブーム、推し活の紹介をしていただける方を募集し
ます。名前・所属と合わせて、画像、タイトル、100～200字程
度であなたの推し活をアピールしてください。掲載された方には
QUOカードを贈呈します。

あなたの「推し」教えて！

趣味は弾丸旅行
板谷 舞京都市職労

の
姿
も
。

の
姿
も
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
お
お
ら
か
で

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
お
お
ら
か
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
は
、
こ
う
し
た
生

ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
は
、
こ
う
し
た
生

活
環
境
の
賜
物
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し

活
環
境
の
賜
物
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
た
。

2026年5月31日（日）
◦ヒューマンチェーン◦ヒューマンチェーン／／正午スタート（陸上自衛隊舞鶴基地周辺）正午スタート（陸上自衛隊舞鶴基地周辺）
◦◦トマホークミサイル配備反対集会トマホークミサイル配備反対集会／／午後1時開会午後1時開会
　� （舞鶴市総合文化会館ホール／舞鶴前島みなと公園）　� （舞鶴市総合文化会館ホール／舞鶴前島みなと公園）

入
庁
式
前
、研
修
会
場
で
宣
伝

入
庁
式
前
、研
修
会
場
で
宣
伝

説
明
会
も
ひ
と
工
夫

説
明
会
も
ひ
と
工
夫

構
内
ス
タ
ッ
フ
拡
大
へ

Ｃ
レ
タ
ー

マ
ン
ガ
風
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

労
働
組
合
を
解
説

苦
い
経
験
を
糧
に

戦
略
を
練
っ
て
奮
闘
中

5.315.31  Peace Action in Peace Action in 舞舞 鶴鶴

応募はこちらまで▲

　

化
学
一
般
京
滋
福
地
本
は
半
数
以
上
の
支
部
が
オ

ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
労
組
で
す
。
新
入
社
員
が
労
働

組
合
を
理
解
し
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
読
み
や
す
い

解
説
資
料
と
し
て
「
マ
ン
ガ
で
分
か
る
労
働
組
合
・

基
本
の
キ
！
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

入
庁
式
前
や
研
修
会
場
前
で
歓

迎
の
宣
伝
。
説
明
会
は
年
齢
や
所

属
な
ど
「
ち
か
い
」
先
輩
か
ら
の

呼
び
か
け
や
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
る
な
ど
新
採
職
員
が

安
心
で
き
る
よ
う
な
場
面
の
設
定

も
工
夫
し
て
い
ま
す
。

全医労南京都支部の説明会の様子

　

弾
丸
旅
行
が
趣
味
で
、
先
日
、
２
泊

　

弾
丸
旅
行
が
趣
味
で
、
先
日
、
２
泊

５
日
で
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。

５
日
で
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。

　

晩
夏
の
シ
ド
ニ
ー
は
か
ら
っ
と
し
て

　

晩
夏
の
シ
ド
ニ
ー
は
か
ら
っ
と
し
て

過
ご
し
や
す
く
、
人
々
は
皆
お
お
ら
か

過
ご
し
や
す
く
、
人
々
は
皆
お
お
ら
か

で
親
切
。

で
親
切
。

　

週
末
、
港
の
近
く

　

週
末
、
港
の
近
く

に
は
休
日
を
楽
し
む

に
は
休
日
を
楽
し
む

人
々
の
姿
が
あ
ふ

人
々
の
姿
が
あ
ふ

れ
、
緊
迫
し
た
世
界

れ
、
緊
迫
し
た
世
界

情
勢
が
別
世
界
に
思

情
勢
が
別
世
界
に
思

え
る
ほ
ど
、
平
和
そ

え
る
ほ
ど
、
平
和
そ

の
も
の
。

の
も
の
。

　

ま
た
市
内
の
あ
ち

　

ま
た
市
内
の
あ
ち

こ
ち
に
広
大
な
緑
の

こ
ち
に
広
大
な
緑
の

公
園
が
あ
り
、
ベ
ン

公
園
が
あ
り
、
ベ
ン

チ
や
芝
生
の
上
で
の

チ
や
芝
生
の
上
で
の

ん
び
り
過
ご
す
人
々

ん
び
り
過
ご
す
人
々

　

格
差
是
正
を
運
動
方
針
の
柱
に
、
構
内
ス
タ

ッ
フ
（
非
正
規
労
働
者
）
加
入
に
つ
い
て
、
10

年
以
上
前
か
ら
毎
月
「
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
働
く
み

な
さ
ん
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
タ
ー
」

を
作
成
。
未
加
入
者
の
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
構
内
ス
タ
ッ
フ

の
加
入
は
例
年
10
人
前
後
あ
り
、
８
割
の
組
織

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ッ
ズ
配
布
や
説
明
会
な
ど
新
歓
に
12
単
組
支
部
が

取
り
組
み
ま
し
た
（
４
月
８
日
現
在
）。
オ
ー
プ
ン
組

合
で
あ
る
全
J
C
H
O
労
組
鞍
馬
口
支
部
は
新
人
全
員

が
加
入
。
全
医
労
舞
鶴
支
部
で
10
人
加
入
な
ど
奮
闘
中

で
す
。
全
医
労
南
京
都
支
部
は
、
昨
年
の
説
明
会
で
新

人
が
全
員
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
苦
い
経
験
を
執
行
部
で
分

析
、
戦
略
を
練
り
、
今
年
の
説
明
会
に
17
人
参
加
し
ま

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
取
り
組
み
で
新
入
生
を
歓
迎

し
、
仲
間
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

京都京都
自治労連自治労連

京都京都
医労連医労連

KBS京都KBS京都
労組労組

化学一般化学一般
京滋京滋福福
地本地本

　

新
年
度
を
迎
え
、
各
単
産
・
単
組
で
仲
間
づ
く
り

の
取
り
組
み
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
か
ら
新
た
な
仲

間
の
加
入
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
奮
闘
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　安保３文書の改定以降、攻撃をする自衛隊に変
わりつつあります。長距離巡航ミサイル・トマホ
ークの導入を決め、護衛艦などへの配備が計画さ
れ、26年度には舞鶴のイージス艦への配備も予
定されています。
　他国に届く攻撃能力を持つことは、「専守防
衛」という考え方を変えるものです。「先制攻撃
できる兵器で備える」という軍事抑止力が本当に
平和につながるのでしょうか。一人ひとりが考え
ていくことが大切です。
　自衛隊と米軍の一体化がすすみ、情報収集など
や作戦での協力が進んでいます。米軍の情報で作
戦を遂行することになり、米軍の作戦に巻き込ま

れることになります。
　アメリカが、イランに対して国際法や国連憲章
に背く先制攻撃をトマホークを使って行ったこと
は重大です。トマホークが、先制攻撃に「適した」
兵器であることが改めて明らかになりました。
　舞鶴へのトマホークの配備は、京丹後の米軍X
バンドレーダーの運用や、祝園地域のミサイル弾
薬庫の大増強と合わせて、京都全体が先制攻撃の
ための最前線基地へと変貌することになります。
　「戦争は絶対だめ」、京都を先制攻撃の出撃拠点
にさせないため、Peace Action in 舞鶴へのご
参加をお待ちしています。
� 木村 裕（舞鶴地方労働組合協議会　事務局長）

青年から青年への青年から青年への
仲間づくり仲間づくり

藤井伸生さん健闘も再選許す藤井伸生さん健闘も再選許す
―到達点を力に運動前進へ―到達点を力に運動前進へ
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MY
し 活推

のすすめのすすめ

色とりどり色とりどりのの

取り組み取り組みでで

仲間づくり仲間づくりにに

奮闘中奮闘中!!


